
令和２年度 

群馬県高等学校体育大会ソフトボール競技大会 

兼 群馬県高等学校ソフトボール選手権大会 

実 施 要 項 

 

１ 主  催   群馬県高等学校体育連盟・群馬県教育委員会 

２ 後  援      群馬県ソフトボール協会 

３  主  管   群馬県高等学校体育連盟ソフトボール専門部 

４ 期  日   令和２年８月２２日（土）・２３日（日）女子予選リーグ 

                   ８月２９日（土）男子リーグ戦・女子決勝トーナメント 

                      ８月３０日（日）男子リーグ戦・女子決勝トーナメント 

予備日 ９月５日（土）・６日（日） 

５ 会  場   渋川市坂東橋緑地公園グランド４面             

６ 試合日程   ９：００～１６：００ 別紙組合せ参照 

７ 競技方法   ①女子の部 

予選：ブロックごとのリーグ戦でおこなう。 

決勝：各ブロックのリーグ戦の結果、上位２チームが決勝に出場し 

トーナメントにより順位を決める。 

②男子の部 

          総当たりリーグ戦をおこない、順位を決める。 

         ③リーグ戦の順位は勝ち点制とし、勝ち点合計が多いチームを上位と

する。（勝利：３点，引分１点：敗戦０点）各ブロックで勝ち点が

同じ場合は以下の順によって順位を決定する。 

１）当該チーム間の勝敗 

２）失点数 

３）得点数 

４）抽選 

８ 引率・監督  ①出場チームの選手は必ず引率責任者によって引率される。引率責任

者は選手のすべての行動に対し、責任を負うものとする。 

また、校長から引率を委嘱された「部活動指導員」(学校教育法施

行規則 78 条の 2 に示されたもの)も可とする。但し、「部活動指導

員」に引率を委嘱する校長は都県高体連会長に事前に届け出るこ

と。 

②引率責任者は、校長の認める当該校の職員とする。また、①の規

定による校長から引率を委嘱された「部活動指導員」(学校教育法

施行規則 78 条の 2 に示されたもの)も可とする。 

③監督は校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷

害・賠償責任保険(スポーツ安全保険等)に必ず加入することを条件

とする。ただし各都県における規定が定められ、引率・監督者が

この準より限定された範囲内であればその規定に従うことを原則

とする。 



 

９ 参加資格    ①選手およびマネージャーは、学校教育法第 1 条に規定する高等学校

(中等教育学校後期課程を含む)に在籍する生徒であること。但し、

休学中、留学中の生徒を除く。 

②年齢は平成 13 年 4 月 2 日以降に生まれた者とする。ただし、出場

は同一競技 3 回までとし、同一学年での出場は 1 回限りとする。 

                  ③チーム編成においては、全日制課程、定時制課程、通信制課程の生          

徒による混成は認めない。 

                  ④転校後６ヶ月未満のものは参加を認めない。但し、一家転住の場合          

は特例として認める。 

         ⑤参加選手は、日常的に健康状態を確認し、当日は「健康状態申告書

一覧表」を提出すること。（引率責任者が一括して提出） 

         ⑥組合せ会議において各校顧問の合意があれば、合同チームの参加を          

認める。 

10 出場制限   ①１校男子１チーム、女子１チームとする。 

                  ②１校でチーム編成ができない場合、他校との合同チームも認める。 

        ③チームは引率責任者１名・監督１名・マネージャー１名、選手は登

録人数に制限を設けない。なお、監督以外の引率責任者を必ず付け

ること。 

11 申込方法    ①令和２年７月２２日（水）  までに参加申込み書を大会事務局（伊

勢崎清明高校：中野）まで郵送（必着）または PDF ファイルでメー

ル送信すること。 

②プログラムメンバー表も上記の通り送信すること。 

12  表  彰     男子上位２校、女子上位８校には表彰状を授与する。 

13 組合せ抽選    令和２年７月２８日（火）前橋育英高校 １４時  

常任委員による代理抽選でおこなう。 

14 使用球      日本ソフトボール協会検定３号ゴムボール （ケンコー） 

15 参加料      なし 

16 その他      ①参加者はユニフォームを着用する。背番号は監督３０番、主将は 

          １０番とする。合同チームの場合もそれぞれ自チームのユニフォー 

ムを着用するが、番号が重複しないようにする。 

                  ②予選リーグのシートノックはその日の最初の試合前のみとする。 

③コールドゲームは３回以降 15点差・４回以降 10点差・５回以降

７点差で成立する。（予選リーグ・決勝トーナメントとも適用） 

ただし、男子の部については５回以降７点差のみを採用する。 

                  ④リーグ戦の試合時間は８０分とし、それを越えて新しいイニングに

入らない。決勝トーナメントの時間制限は設定しない。 

          ８回からタイブレーカーを適用する。 

                  ⑤ベンチ入りできるメンバーは前項７の出場制限③により、引率責任

者、監督、マネージャー、およびオーダー表に記載された選手とす

る。 



                 ⑥試合開始予定時刻の繰り上げは基本的におこなわない。ただし、消

毒等の作業が終了し、安全確認ができた場合、両チームの監督と審

判員の判断により繰り上げる場合がある。 

                 ⑦傷害・事故の場合は、直ちに各校で適切な処置を行い、大会事務局 

（伊勢崎清明高校・中野）へ連絡すること。 

                  ⑧試合当日のオーダー表に記入した選手を登録メンバーとする。 

          打順表には登録選手全員の氏名を記入する。 

⑨卒業を目的とする外国人留学生の出場枠は２名までとする。  

                 ⑩別紙の「感染拡大防止のために参加者が遵守すべき事項」について

内容を遵守すること。これを遵守できない参加者（選手・観戦者・

役員）には、他の参加者の安全を確保する等の観点から、大会への

参加を取り消したり、途中退場を求めたりすることがあります。 

⑪本大会参加者に感染が判明した場合には,参加者名簿を関係機関に

提出する場合があります。 

                 ⑫熱中症予防については、各チーム、個人で十分な対策をおこなうこ

と。 

 


